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○
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
十
六
号

第
四
十
三
条
の

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に

三
の
二
十
二
第
一
項
及
び
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
四
第
一
項

関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
四
日

原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長

更
田

豊
志

実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
別
表
に

よ
り
改
正
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
条
項
番
号
そ
の
他
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
て

い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
と
き
は
、
当
該
規
定
を
新
た
に
追
加
す
る
も
の

と
す
る
。附

則

（
施
行
期
日
）
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第
一
条

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の

実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
新
実
用
炉
規
則
」
と
い
う
。
）
第
八
十
四
条
の
二
並
び
に

第
九
十
二
条
第
一
項
第
二
十
一
号
の
二
及
び
同
条
第
三
項
第
十
八
号
の
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
年
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
（
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
備
に

関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
五
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
四
号
）
附
則
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
安
規
定
の
変

更
の
認
可
を
申
請
し
て
い
る
者
で
平
成
三
十
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
当
該
申
請
に
係
る
認
可
又
は
認
可
の
拒
否
の
処
分

を
受
け
て
い
な
い
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
処
分
が
さ
れ
る
日
ま
で
）
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
た
だ
し
、
こ
の

間
に
行
わ
れ
る
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
（
新
実
用
炉
規
則
第
九
十
二
条
第
一
項
第
二
十

一
号
の
二
又
は
同
条
第
三
項
第
十
八
号
の
二
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

※
官
報
掲
載
時
は
【
別
表
】
の
体
裁
に
よ
る
新
旧
対
照
表
を
挿
入
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別
表

実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
関
す
る
表

改

正

後

改

正

前

（
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活

動
を
行
う
体
制
の
整
備
）

第
八
十
四
条
の
二

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

［
条
を
加
え
る
。
］

発
電
用
原
子
炉
設
置
者
は
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
を
設
置
し
た
工
場
又
は
事

業
所
に
お
い
て
、
火
山
現
象
に
よ
る
影
響
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
（
以
下
「
火
山
影
響
等
発
生
時
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
発

電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
関
し
、
次

に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の

活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
。

二

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の

活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
要
員
を
配
置
す
る
こ
と
。

三

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の

活
動
を
行
う
要
員
に
対
す
る
訓
練
に
関
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

四

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の

活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
フ
ィ
ル
タ
ー
そ
の
他
の
資
機
材
を
備
え
付
け

る
こ
と
。

五

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の

活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
、
こ
れ
を
要
員
に

守
ら
せ
る
こ
と
。

イ

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
非
常
用
交
流
動
力
電
源
設
備
の
機
能

を
維
持
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

ロ

イ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
代
替
電

源
設
備
そ
の
他
の
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
の
機
能
を
維

持
す
る
た
め
の
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

ハ

ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
火
山
影
響
等
発
生
時
に
交
流
動
力
電
源

が
喪
失
し
た
場
合
に
お
け
る
炉
心
の
著
し
い
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
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対
策
に
関
す
る
こ
と
。

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
発
電

用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
。

七

前
各
号
の
措
置
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
評
価
の

結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

（
保
安
規
定
）

（
保
安
規
定
）

第
九
十
二
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
安
規

第
九
十
二
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
安
規

定
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
工
場
又
は

定
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
工
場
又
は

事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
保
安
規
定
を
定
め
、
こ
れ
を

事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
保
安
規
定
を
定
め
、
こ
れ
を

記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

記
載
し
た
申
請
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［
一
～
二
十
一

略
］

［
一
～
二
十
一

同
上
］

二
十
一
の
二

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全

［
号
を
加
え
る
。
］

の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
。

［
二
十
二
～
二
十
八

略
］

［
二
十
二
～
二
十
八

同
上
］

２

［
略
］

２

［
同
上
］

３

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は

３

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
二
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は

、
当
該
認
可
の
日
ま
で
に
、
当
該
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
廃
止
措
置
計
画

、
当
該
認
可
の
日
ま
で
に
、
当
該
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
廃
止
措
置
計
画

に
定
め
ら
れ
て
い
る
廃
止
措
置
を
実
施
す
る
た
め
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の

に
定
め
ら
れ
て
い
る
廃
止
措
置
を
実
施
す
る
た
め
、
法
第
四
十
三
条
の
三
の

二
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
受
け
た
保
安
規
定
に
つ
い
て
次
に
掲

二
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
受
け
た
保
安
規
定
に
つ
い
て
次
に
掲

げ
る
事
項
を
追
加
し
、
又
は
変
更
し
た
保
安
規
定
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば

げ
る
事
項
を
追
加
し
、
又
は
変
更
し
た
保
安
規
定
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
同
様
と
す
る
。

な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
同
様
と
す
る
。

［
一
～
十
八

略
］

［
一
～
十
八

同
上
］

十
八
の
二

火
山
影
響
等
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の

［
号
を
加
え
る
。
］

た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
（
廃
止
措
置
対
象
施
設

内
に
核
燃
料
物
質
が
存
在
し
な
い
場
合
を
除
く
。
）
。

［
十
九
～
二
十
七

略
］

［
十
九
～
二
十
七

同
上
］

［
４
・
５

略
］

［
４
・
５

同
上
］

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。
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